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【評価コメント】 

当初の研究計画をおおむね達成した。革新的睡眠調整剤の創生に向けて、マウス SCN オルガノイド培養技術

と、その評価系を確立し、薬効評価を可能にしたことは評価できる。また、研究成果の知財化や企業との交渉に

取り組んでいる点も評価できる。一方、ヒト iPS/ESからの SCNオルガノイドの樹立はプロトタイプに留まっており、

今後、解析に重要なクロノタイプ別 iPS 細胞の樹立や、SCN オルガノイドの機能検証などの研究の進展が期待

される。創薬スクリーニングへの応用に向けて、論文化を進めるとともに、具体的な創薬イメージ、研究開発戦略

に基づいて、病態生理を再現した評価系の構築に取り組むことが期待される。 

 

 


